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1 概要

本講演では通常のシュレディンガー作用素や，準相対論的作用素らを包括的に含んだ non-local シュ

レディンガー作用素を考える．主となる関数の集合は次で与えられる:

B̂ :=

{
Ψ ∈ C1(0,∞)

∣∣∣Ψ(σ) ≥ 0,
dΨ

dσ
(σ) ≥ 0, σ ∈ (0,∞)

}
.

B̂ の特徴は，Bernstein関数の集合 B を含んでいることである:

B :=

{
Ψ ∈ C∞(0,∞)

∣∣∣Ψ(σ) ≥ 0, (−1)k
dkΨ

dσk
(σ) ≤ 0, σ ∈ (0,∞), k ∈ N

}
.

Bernstein関数の代表例として Ψ(u) = u, Ψ(u) = u
α
2 (0 < α < 2)が挙げられる．これらはそれぞれ通

常のラプラシアン，分数べきラプラシアンに対応する．B の中には一部有界な関数も含まれていること
に注意されたい（例えば Ψ(u) = u/(r + u), r > 0など）．

n ∈ Nを空間の次元，∆を n次元ラプラシアン，Ψ ∈ B̂，ポテンシャル V ∈ L∞(Rn)は実数値関数

で，|V (x)| → 0 (as x → ∞)とする．Non-local シュレディンガー 作用素を次で定義する：

HΨ := HΨ
0 + V, HΨ

0 := Ψ(−∆) on L2(Rn)

これら二つの自己共役作用素の組 (HΨ, HΨ
0 )に対して以下の波動作用素

s-lim
t→±∞

eitH
Ψ

e−itHΨ
0

の存在・非存在の境界を V の |x| → ∞における減衰レートで特徴付けることが本研究の目的である．
これにより，遠方で減衰するようなポテンシャルの集合を大きく短距離/長距離と分類できる．

Ψに適切な仮定を課すことで，V が |V (x)| ≤ C⟨x⟩−γ (γ > 1)を満たすときには波動作用素が一般

に存在し，V (x) = κ⟨x⟩−γ (0 < γ ≤ 1)のときには波動作用素が存在しないことを証明した．これによ

り波動作用素が存在する・しないの閾値は γ = 1であることを明らかにした [1]．これは [2]において扱

われていなかった masslessな準相対論的 Schrödinger作用素の場合や，指数が小さい分数べきラプラ

シアンの場合を包括している．本講演では，これらの結果の詳細について述べ，時間があれば証明の概

略について説明をしたい．
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